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　本原 稿 を書 いて い る時点(7月27日)で,岩 手県で起 きた 中学2年 生 のい じめ を苦
に した自殺 が大 き く報道 されてい る。い じめの問題 がメデ ィアで頻繁 にとりあげ られ る
ようになった きっかけ は,平 成23年,滋 賀県 大津市 で,や は り中2の 男子生 徒 がい じ
め を苦 に自殺 した事件 とい えるだ ろう。両者 の特筆 すべ き共通点 は,当 初学校側 はい じ
めの存在 を否定 してい たにも関わ らず,最 終 的にはい じめの存在 を認 めたとい う点で あ
る。い じめ は近年 に始 まった事 で はない。著者 自身が幼稚 園の頃 か ら存在 していた し,
多 くの方々 もそ う認識 して いるに違い ない。 ある見識者 は,い じめ を未然 に防 ぐことが
肝心 だ とい う。確 かにい じめ をな くす事 こそ,こ の問題の根本 的解決策 には違い ない。
しか し,一 方 で 「い じめは決 して な くなることはない」 と断言 す る人 もいる。で はど う
すれ ばいいのだ ろうか?
　学校が当初 い じめの存在 を否定 して いた根拠 と して 「生徒同士の コ ミュニケーシ ョン
の1つ だと認識 していた」 「生徒 間のか らかいだと思 っていた」 「被害 者がそれほ ど苦痛
を受 けてい るようには見 えなかった」等 が報道 されてい る。要 は被害 生徒 の心の中 を見
ることがで きてい なか った とい うことに尽 きるだろ う。い じめは加害者側 か ら捉 える問
題 ではな く,被 害者側 か ら見なければ決 して今 回のよ うな事件 を避 けることはで きない。
すなわち現時点で は,い じめ を無 くす ことや未 然に防 ぐことよ り,い かにい じめ を受け
てい る人 間を救済す るか が喫緊の課題 だ と著者 は考 えてい る。
　 では歯科界 はい じめ問題 とは無縁 なのだ ろうか?決 してそ うではない。い じめを受 け
て いる人間 を救 うには,早 い段階で い じめの存在 に気付 けるか どうかにかか ってい る。
そ して歯科 医は,あ る意 味,親 よ りもそれ に気付 ける目を持 ってい るといって過言で は
ない。 口腔領域 に外傷 を負 った子 どもが来院 したとす る。適切な診断 と治療方針 をたて,
それを実施す ることは極 めて当然 の行為 である。 しか し,も う一歩踏み込 み,そ の外傷
の原 因がなんで あったか を推測 し得 る歯科 医師が今社会か ら強 く求め られてい る。
　 著者 は平成14年か ら子 ど も虐待 の根絶 に向 けて,歯 科 界か ら何 がで きるのか をテー
マに研究 を続 け させて頂いてい る。 きっかけは,平 成14年に 日本医師会が発刊 した 「児
童虐待 の早期発見 と防止マニ ュアル-医 師のために-」 である。 この中 に子 ども虐待 の
発見の窓 口 となった診療科名の割合 がグ ラフで示 されていた。一番 多いの は小児科 で あ
り,精 神科,脳 外科,整 形外科 と続いてい く。 しか し最後 まで口腔外科 あるい は歯科 と
い う科 目名 を見 ることはで きなか った。では,歯 科 は子 ども虐待 発見 の窓 口とはな り得
ないの だろうか?そ んな筈 はない,そ れが著者 をこの研究 に突 き動 かす原動力 となった。
　 先 ほどの話に戻 るが,歯 を破折 して来院 した子 どもを診て,適 切 な処置で治癒 を促す
のは当然の ことで ある。 しか し,歯 を折 った背景 をないが しろに して しまって はな らな
い。付 き添 った保護者 が「転 んで歯 を折 って しまって」と連 れて きた子 どもの頬 にスラ ッ
プマークがあった と した ら 「あれ,こ の子ひ っぱたかれて る。本 当に転 んだのか な?」
と疑問 を持て るか どうか,あ るいは,臼 歯部の脱 臼 を主訴 として連 れて こられ た子 ども
の前歯部に,レ ン トゲ ン所見 で破折線 を認めた と した ら 「あれ?こ の子前 に も前歯 を破
折 してい る。今度 は脱 臼?変 だな?」 と疑問 を持て る歯科 医師であるかど うか が今社会
か ら問われてい るのだ。
　 い じめによ る外傷 も同様で ある。本人,あ るいは保護者 が階段 か ら落 ちたと主張 した
と して も,そ の外傷 を診 て,本 当に階段か ら落ちた傷 なのか否 かを見極 める目を歯科 医
師 は持 ってい る。 そ して階段 か ら落 ちたのではないのな ら,何 故虚偽の 申告 をす るのか,
あるいは しなけれ ばな らなかったのか?を 考 えられ る歯科 医師 であって欲 しい。そ して
そのためには,ス ラップマークや扼痕,索 状痕等 を見過 ごす ことの ない よう,手 前味噌
ではあ るが,あ る程度の法歯(医)学 の知識 がやは り肝要 である と言わ ざるを得 ない。
　一方 メデ ィアに も問題 はある。 この ところ著者 が気 になるの は,虐 待,体 罰,い じめ
の問題 がやた らに一 括 りと して報道 されてい る ことだ。 これ らの報道 を受 けて,平 成
25年には法務 省 さえもい じめ と体罰 を人権侵犯事件 とい う括 りで調査 しま とめてい る。
しか し実 際には,い じめ,体 罰,虐 待 は全 くの別物 だ。
　子 ども虐待 は,「18歳に満 たない もの に対 し何人 た りとも身体的虐待,性 的虐待,ネ
グ レク ト,心 理的虐待 を加 えてはな らない」 と児童虐待防止法 に定め られた ものである
し,体 罰 も学校教 育法 の第11条に定 め られ たれ っき と した法律 用語で あ る。 これ らに
対 し,い じめ に関す る法的規 定は一切存在 して いなかった。 ここに着眼 し,さ らに報道
の追 い風 も受 けて,安 倍政権 の 目玉 と して登場 させ たのが,平 成25年に公布 された い
じめ防止対策推進法で ある。 しか し,残 念 なが らこの法律が十分に効 を奏 していなかっ
た ことは,今 回の岩手におけ る事件報道で も明 らか となった。今回の事件 を機 に,こ の
法律 の改正が取 りざた されてい る。 しか し,著 者 に言わせれば,急 ぐべ きは法律 の改正
ではな く,欧 米ではすでに周知 されている 「マル トリー トメン ト」 とい う概念 の 日本 に
おける普及で あろうと考 えてい る。で はマル トリー トメ ン トとは何か?ま たいずれ紙面
を改 めて書かせて頂 ければ幸甚 である。
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